
　
さ
ら
に
今
年
は
、
高
校
と
の
関
係
を

深
め
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
高
校
教
員
を
対
象
と
し
て
本
年
の

５
月
に
長
野
県
松
本
市
で
開
催
し
た

「
書
く
力
Ｕ
Ｐ
指
導
法
講
座
」
が
そ
れ

で
す
。
入
試
改
革
を
見
据
え
て
、
高
校

現
場
で
は
高
校
生
の
表
現
力
を
高
め
る

指
導
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
を

通
し
て
培
っ
て
き
た
新
聞
社
や
高
校
教

員
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、
各
地

域
オ
フ
ィ
ス
を
拠
点
に
こ
う
し
た
企
画

を
行
う
こ
と
は
本
学
ら
し
い
高
校
と
の

関
係
の
深
め
方
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
学
生
を
入
学
前
か
ら
卒

業
後
ま
で
育
て
る
こ
と
を
意
識
し
た
入

試
改
革
に
も
取
り
組
み
、
本
学
ら
し

い
改
革
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
環
境
変
化
に
合
わ
せ
て

高
大
連
携
事
業
を
見
直
し
、
そ
の
改
善

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
高
大
連
携
事
業
に
は
、
毎
年
全
国
か

ら
１
万
通
近
い
応
募
が
あ
る
「
高
校
生

福
祉
文
化
賞
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
」

（
以
下
、
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
）
や
、

高
校
教
員
の
研
修
・
交
流
の
場
で
あ
る

「
福
祉
教
育
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
福
祉
文
化
創

成
事
業
の
一
環
と
し
て
の
取
り
組
み

で
、＊「
ふ
く
し
」
の
考
え
を
広
め
、
そ

の
実
現
を
担
う
「
人
財
」
の
養
成
・
輩

出
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
園
創

立
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
、今
年
で
15
年
目
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
間
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、

高
大
接
続
改
革
の
進
展
で
す
。
高
校
で

の
教
育
や
大
学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
力

が
変
化
す
る
中
、
高
大
連
携
事
業
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と
だ

と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
学
生
募
集
環

境
の
変
化
で
す
。
福
祉
を
専
門
的
に
学

べ
る
大
学
が
少
な
か
っ
た
時
代
は
、
全

国
か
ら
入
学
者
が
集
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
０
０
０
年
の
介
護
保

険
法
施
行
以
降
、社
会
福
祉
系
の
大
学
・

学
部
が
各
地
に
設
置
さ
れ
る
と
、
東
海

４
県
以
外
か
ら
本
学
に
入
学
す
る
学
生

の
割
合
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
き
ま
し

た
。「
全
国
」
と
の
付
き
合
い
方
を
見

直
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
本
学
に
は
全
国
９
か
所
に
地
域
オ

フ
ィ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
福

祉
や
介
護
の
国
家
試
験
対
策
講
座
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
講
習
会
を
実
施
す
る
ほ

か
、
地
域
同
窓
会
の
活
動
支
援
や
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
な
ど
の
学
生
支
援
、
エ
リ

ア
で
の
学
生
募
集
の
拠
点
と
し
て
の
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
関

す
る
高
校
と
の
窓
口
は
、
立
ち
上
げ
当

初
か
ら
、
教
育
文
化
事
業
室
が
担
当
し

て
い
ま
し
た
。
企
画
を
一
体
的
に
推
進

し
て
い
く
に
は
、
担
当
部
署
が
全
て
対

応
す
る
体
制
が
適
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、「
全
国
」
と
の
付
き
合

い
方
を
見
直
し
、
高
校
と
の
関
係
強
化

を
図
る
に
は
、
各
部
署
が
高
校
と
ば
ら

ば
ら
に
向
き
合
う
状
態
を
変
え
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
各
地
域
オ
フ
ィ
ス
が

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
携
わ
る
こ

と
で
、
進
路
以
外
に
も
高
校
教
員
と
の

接
点
が
拡
大
し
、
学
生
募
集
の
枠
を
越

え
た
高
校
と
の
関
係
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
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取材・文／児山雄介　撮影／加納将人

さいとうまさき●1985年信州大学人文学部卒（心理学専
攻）。旅行会社、情報システム開発会社を経て、1992年12月
より日本福祉大学勤務。情報ネットワーク課長、企画課長、学
事課長、教育開発部長などを経て、2009年より大学事務局
長。2013年より常務理事、総合企画室長。2017年より常務
理事、副学長（学生募集・就職・東海キャンパス担当）。

▶愛知県岡崎市▶普通科、国際教養科の２学科、生徒数1011人▶1963
年開校▶創立以来福祉教育にも力を入れている。現在、普通科と国際教養
科の２つの学科があり、その普通科の中に文理コースと福祉コースがある。
▶進学実績 愛知教育大、愛知県立大、南山大、上智大、立命館大　他

課題

方針と
重点施策

見直し前 見直し後

組織体制

成果指標

　日本福祉大学には、毎年５～10人の生徒が進学してお
り、本校で開催している入試相談会にも毎年参加してもらっ
ています。
　本校出身の学生に大学の様子を聞いてみると、医療系に
進学した学生は講義の内容についていくのがとにかく大変だ
と言っていました。しかし、同じ志を持った学生や熱心な指導を
する教授が多く、高い意識を維持できていると話していますの
で、いい雰囲気の中で大学生活を送っているようです。国際
福祉開発学部に進学した学生からは、アジアでのボランティ
ア活動に参加できるなど、体験型の授業が多く、自分の可能
性や能力に気づくことができていると聞いています。

　ほかにも、積極的に外部講師を招いて、学生に生きた内容
の講義を聴かせていることや、実習を通して、専門分野で活
躍している人、海外で長年ボランティアをしている人など、さま
ざまな人と出会う機会があることは、この大学の大きな魅力で
あると感じています。そのため、視野が狭いと感じる生徒には
日本福祉大学への進学を勧めています。
　社会福祉士や看護師、理学療法士など国家資格の取得
をめざす学生には覚悟が必要になると思います。そのためか
日本福祉大学では、センター利用入試（全学部出願）の合格
者を、教職員が入学手続き前に面談することもしているようで
す。入試でもこの大学の誠意が感じられます。

日本福祉大学 ▼ 1953年中部社会事業短期大学開学。1957年、日本福祉大学に改組

▼８学部10学科 ▼ 学生数は約12000人（うち通信教育課程が約6600人）

▼ 地域オフィスは東京、大阪、松本、福岡、名古屋、山形最上、富山、豊橋、岡山の９つ

常務理事
副学長 齋藤真左樹

高
大
連
携
事
業
の
拡
充

▶高大接続改革に沿った各事業の見直し
▶福祉系の大学・学部が各地に設置されたことで、地元以外からの入学者が減少

将来に向けた視野を広げてくれる
授業内容や入試制度に誠意を感じます

高校の
視点

聖カタリナ学園光ヶ丘女子高校
進路指導部長
蟹江敏洋先生

各
地
域
拠
点
で
取
り
組
む
エ
リ
ア
別
関
係
づ
く
り

▶学生募集における指標は変更なし

▶「ふくし」＊の考えを広めることを目的
に学園創立50周年記念事業として
福祉文化創成事業がスタート

▶学生募集では定員充足率を重視

▶教育文化事業室が
　事業の企画運営を全て担当

高
大
接
続
改
革
を
受
け
て

事
業
の
見
直
し
を
行
う

高
大
連
携
事
業
や
エ
リ
ア
拠
点
を
通
じ
た

高
校
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い
て

取
り
組
み
の
経
緯
な
ど
を
聞
い
た
。

日
本
福
祉
大
学

学
生
募
集
の
枠
を
越
え
た

高
校
と
の
関
係
づ
く
り

入
試
改
革
へ
の
対
応
で

高
校
と
の
関
係
を
深
め
る

日本福祉大学の取り組み

高大接続
改革への
取り組み

エッセイコンテストの入賞作品は審査員の講評と併せて冊子化（左）
毎年８月に開催している「高校生と大学生のつどい」。全国から100名近い

高校生、大学生、教職員が美浜キャンパスに集まり、「ふくし」について語り合う（右）

▶「高校生福祉文化賞エッセイコンテスト」を含む
福祉文化創成事業全体を地域オフィスも担当
▶「福祉教育研究フォーラム」「高校生と大学生

のつどい」は、地元の高校中心に協力をいただ
き、共同で企画運営している

＊「ふくし」は、「ふ」つうの「く」らしの「し」あわせを示している。

特集●高大接続改革を踏まえた学生募集戦略

▶事業の担当部署は教育文化事業室で変更なし。事業
開発室に所属していた地域オフィスを教育文化事業室
に移管（2015年）
▶地域における高校との接点づくりは地域オフィスが担当。

さらに、地域でのイベントを企画するまでに機能を拡大

▶福祉文化創成事業のうち高大連携事業を重視
▶高校との関係づくり、関係強化では、積極的な価値創

造に取り組む


